平成16年8月11日

ご関係各位

社団法人　電気学会

技術者教育委員会

センター構想検討部会

部会長　石井 彰三

「継続教育ニーズ調査」ご協力のお願い

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素，電気学会活動に格別のご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。

　さて，電気学会では平成15年6月から技術者継続教育（CPD）事業の第1ステップとして，受講履歴を蓄積管理する「電気学会CPD単位表」を制定・公開し，電気学会が主催する各種教育機会への参加者に対する受講証明サービスを開始しております。

この度，第2ステップへの展開方策の検討の一環として，継続教育の具体的内容とその実施方法等について，広くアンケート方式による「継続教育ニーズ調査」をさせて頂くこととなりました。

ご多忙中のところ恐れ入りますが，8月31日（火）までに，以下のアンケートにご回答賜りたくお願い申し上げます。

敬具

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【該当する項目の【　　】内に○印をお付けください。また，学校関係の方や個人の
お立場でご回答なさる方は，Q５からご回答頂いても結構です】

Q１：あなたの所属元の従業員数はどれくらいですか？（概数でご記入ください）
　　　約　　　　　　人

Q２：あなたの所属元の従業員のうち，技術者数はどれくらいですか？（概数でご記入ください）

　　　約　　　　　　人

Q３：あなたの所属元の主な事業分野は，次のどの分野ですか？

　　【　】・電気

【　】・情報

　　【　】・機械

【　】・建設

　　【　】・化学

【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q４：現在，あなたの所属元では社員教育を行っていますか？

　　【　】・行っている

【　】・行っていない
Q５：今後，技術者の継続教育プログラムとしては，どのような提供形態が望ましいとお考えでしょうか？

　　【　】・従来型の集合研修

　　【　】・放送媒体の活用

　　【　】・Webを活用した自由時間での自己学習

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q６：今後，外部機関のセミナーや講習会等への参加を検討する場合，教育プログラムの提供者として，どのような組織を希望しますか？（複数回答可）

　　【　】・大学等の高等教育機関

　　【　】・学協会等の学術団体

　　【　】・工業会等の業界団体

　　【　】・公設試験場等の公共団体

　　【　】・教育を提供する民間企業

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q７：技術者として必要とされる継続教育内容は，どのようなものですか？（複数回答可）

〔一般共通分野〕

【　】・倫理…倫理規定，技術倫理等

　　【　】・環境…環境アセスメント等

　　【　】・安全…安全基準，危機管理，ＰＬ法等

　　【　】・技術動向…新技術，品質保証等

　　【　】・社会動向…国内・海外動向，商務協定等

　　【　】・産業経済動向…内外の産業経済動向，労働市場動向等

　　【　】・規格・規準の動向…ＩＳＯ，ＩＥＣ等

　　【　】・マネージメント手法…工程管理，コスト管理等，MOT等
　　【　】・契約…役務契約，国際的な契約形態等

　　【　】・国際交流…英語によるプレゼンテーション等

　　【　】・資格…技術士等の各種資格取得のための講座等
　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　〔専門技術分野〕

　　【　】・電気基礎…電気・電子物性，電気回路，電気・電子材料，計測技術，制御とシステム，電子デバイス，電子回路，センサとマイクロマシン，プラズマ・放電，高電圧と大電流等

　　【　】・電気機器…電線およびケーブル，回転機一般および特殊電動機，直流機，交流機，リニアモータと磁気浮上，変圧器，リアクトル，コンデンサ，電力開閉装置と避雷装置，保護リレーと監視制御装置，パワーエレクトロニクス，ドライブシステム，超伝導および超伝導機器等

　　【　】・電力…エネルギーと電気，電力系統，水力発電，火力発電，原子力発電，送電，変電，配電，エネルギー新技術等

　　【　】・情報・通信…計算機システム，情報処理ハードウェア，情報処理ソフトウェア，通信とネットワーク，システム開発とソフトウェア生産技術，情報システムと監視制御システム等

　　【　】・電気応用…交通，産業ドライブシステム，産業エレクトロニクス，電気加熱，電気化学，電池，照明，家庭電器，静電気，医用電子，超音波，電気探査と磁気探査，放射線等

　　【　】・電気共通…電磁環境，リサイクル，ライフサイクル評価(ＬＣＡ)，地球環境，電気関係の規格と法規，電気安全，耐震工学，生産工学，電気技術史等

　　【　】・周辺技術…機械システム，材料力学，熱力学，流体力学，精密加工，メカトロニクス，金属材料，無機・有機材料，資源，建築，土木，農学等

　　【　】・新技術…ナノテクノロジー，ヒューマノイド，ITS等

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q８：電気学会がこれまでの講習会・講演会・セミナー等の開催のノウハウを活かし，幅広い会員の中から知見の高い講師を選任して基礎講座・専門講座・応用講座などの各種講座を開講した場合，受講なさいますか？

【　】・技術者教育プログラムの一環として受講を検討する
【　】・該当する技術者に自己研鑽の手段として紹介する
　　【　】・特に対応しない
Q９：１プログラムにつき開講期間はどのくらいが適当とお考えになりますか？

【　】・半日

【　】・１日

【　】・２日

【　】・１週間

【　】・一ヶ月（7～8時間程度／日×約20日）
【　】・半年（7～8時間程度／日×約120日）
【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１０：参加費はいくらぐらいまでなら負担できるでしょうか？（半日当たり／テキスト代込み）
　　【　】・5,000円以下

　　【　】・5,000円～10,000円程度

　　【　】・10,000円～20,000円程度

　　【　】・20,000円以上

Q１１：あなたの所属元では，どのような形で技術者の継続教育を行っていますか？（複数回答可）
　　【　】・OJT

　　【　】・企業内集合教育

　　【　】・外部機関のセミナーや講習会等への参加

　　　　　　参加している（させている）→→Q12およびQ13へお進みください。
参加していない（させていない）→→Q14へお進みください。

　　【　】・本人の自主的な勉学への経済的あるいは時間的な支援
　　【　】・行っていない
Q１２：（Q１１で「参加している（させている）」とお答えになった方にお尋ねいたします）

　　　参加している（させている）外部機関のセミナーや講習会等の主催（企画）団体はどちらですか？

（複数回答可）
　　【　】・大学等の高等教育機関

　　【　】・学協会等の学術団体

　　【　】・工業会等の業界団体

　　【　】・公設試験場等の公共団体

　　【　】・教育を提供する民間企業

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１３：（Q１１で「参加している（させている）」とお答えになった方にお尋ねいたします）

　　　外部機関のセミナーや講習会等を利用する理由は何ですか？（複数回答可）
　　【　】・先端技術の情報収集を行うため

　　【　】・技術者の職業能力の維持・向上のため

　　【　】・技術者の自己啓発のため

　　【　】・資格を取得させるため

　　【　】・技術者としての幅を広げさせるため

　　【　】・将来の配置転換に備えさせるため

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１４：（Q１１で「参加していない（させていない）」とお答えになった方にお尋ねいたします）

　　　参加していない（させていない）理由は何ですか？（複数回答可）
　　【　】・企業内研修で十分だから

　　【　】・勤務時間を割いて参加させる余裕はない

　　【　】・経済的（参加費等）に参加させる余裕がない

　　【　】・技術者個人で技術を習得する方針のため
　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１５：あなたの所属元では，技術者の資格取得（例えば，技術士等）を奨励していますか？
　　【　】・職務遂行上必要であり，奨励している

　　【　】・技術者の能力向上の努力目標として奨励している

　　【　】・奨励はしていない

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１６：電気学会では，CPD単位表を制定し，平成15年6月から電気学会が主催する各種教育機会への参加者に対する受講証明サービスを開始しております。あなたの所属元では継続教育の受講記録を利用したことはありますか？また，その場合どのように活用していますか？
【　】・社会的に認知された知識・能力の証明として業務に活用できるものと評価している
　　【　】・あくまでも社内該当者の自己管理としている
　　【　】・現在のところ特に活用していない
　　【　】・わからない

　　【　】・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q１７：今後，入札時や契約時に相手企業の企業としての評価だけでなく，その企業の担当技術者の技術レベルを判断する場合，公的な学会等が発行した継続教育の受講証明が判断材料になると思いますか？

【　】・なる
　　【　】・今後，判断材料とする方向にある
　　【　】・ならない
　　【　】・わからない

Q１８：自宅などで都合が良い時間を使い自己学習できるインターネットを活用したE-Learningに
による継続教育への対応について，状況をお聞かせください。
【　】・すでに取り入れている
【　】・具体的に検討中である
　　【　】・環境が整えば，学習形態の一つの有力な選択肢となる

　　【　】・興味がない

　　【　】・わからない

Q１９：具体的な開講講座名・講師などについて，ご希望などがございましたらご自由にお書きください。
【ご多忙中にもかかわらずご協力ありがとうございました】

＊お差し支えなければご記入ください。
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【本アンケートについてのご回答先およびお問合せ先】
　社団法人　電気学会　総務課（担当：細川・板橋）
　Tel.03-3221-7312／Fax.03-3221-3704／e‐mail：kanri＠iee.or.jp

　〒102-0076東京都千代田区五番町6‐2　HOMAT　HORIZONﾋﾞﾙ8階
以上
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